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テ
レ
ビ
番
組
で
、

あ
る
ニ
セ
医
師
の
話

を
紹
介
し
て
い
た
。

海
外
の
話
と
は
い

え
、
約
三
十
年
間
も

医
師
と
し
て
診
療
し

て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
当
初
は

比
較
的
大
き
い
病
院
で
勤
務
、

そ
の
後
開
業
し
、
多
く
の
患
者

さ
ん
を
抱
え
て
い
る
。
手
術
や

処
置
は
行
わ
ず
、
診
断
が
困
難

な
場
合
は
、
他
医
院
に
紹
介
し

て
い
た
そ
う
だ
▼
日
本
で
も
ニ

セ
医
師
騒
動
を
聞
く
こ
と
が
あ

る
が
、
雇
用
の
際
に
詳
し
く
確

認
し
な
か
っ
た
り
、
実
在
の
医

師
に
成
り
す
ま
し
、
医
師
免
許

な
ど
の
書
類
を
偽
造
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
運
転

免
許
に
も
写
真
・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

が
入
っ
て
い
る
こ
の
時
代
に
、

医
師
・
歯
科
医
師
免
許
は
、
い

ま
だ
に
賞
状
型
の
免
状
一
枚
で

あ
る
▼
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
医
師
・
歯
科
医
師
の
資
格

確
認
検
索
は
可
能
だ
が
、
医
療

界
は
Ｉ
Ｄ
化
が
遅
れ
て
い
る
と

い
う
厳
し
い
指
摘
も
あ
る
。
免

許
が
偽
造
さ
れ
な
い
よ
う
な
取

り
組
み
と
、
本
人
確
認
が
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
▼
ま
た
、
前
述
の
海
外

の
話
に
限
ら
ず
、
あ
の
先
生
は

優
し
く
丁
寧
で
よ
く
話
を
聞
い

て
く
れ
た
な
ど
、
偽
医
師
に
対

す
る
評
判
が
意
外
と
悪
く
な
い

場
合
が
多
い
。
ク
レ
ー
ム
が
つ

く
よ
う
な
タ
イ
プ
で
は
な
く
、

む
し
ろ
非
常
に
懇
切
丁
寧
な
接

遇
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
ケ
ー

ス
が
多
く
、
裏
を
返
せ
ば
、
技

術
や
知
識
よ
り
も
、
単
に
話
を

し
っ
か
り
聞
く
だ
け
等
々
の
接

遇
技
術
向
上
に
よ
っ
て
も
、
顧

客
満
足
度
は
十
分
高
め
ら
れ
る

と
い
う
指
摘
が
あ
る
の
は
、
耳

が
痛
い
話
で
あ
る
。

石川県保険医協会

定期総会第39回
日時●2013年3月17日（日）

午後1時～午後4時

会場●金沢都ホテル
金沢市此花町6番10号  電話076-261-2111

総会議事
第一部

午後1時～午後1時45分
● 2012年度活動報告及び2013年度活動方針案
● 2012年度決算報告及び2013年度予算案
● 役員改選
● 総会アピール
● 特別功労者の表彰

記念講演
第二部

午後2時～午後4時

● 演題 原発報道
 ─東京新聞はこう伝えた─（仮）
● 講師 東京新聞　特報部デスク

 野呂 法夫 氏

役員改選に関するご案内
第39回定期総会では、任期満了に伴う役員改選を行います。当会
理事会では役員選考委員会を設けて、広く会員の皆様のご意見を募
り、役員選考に反映させたいと考えています。　
総会では次の役員（会長：１名、副会長：若干名、理事：若干
名、監事：２名）を選出します。自薦、他薦、その他役員選考に関
するご意見につきましては、２月末日までに書面にて当会事務局に
お届けくださるようお願いします。

4階 白山の間

7階 鳳凰の間

の ろ のり お

病気やケガで休んだときの備えは
休業保障制度で!!

●2013年度は年3回募集（3〜4月、8〜9月、12〜1月）
第1回申込取扱期間は3月1日〜4月25日

（加入日8月1日）
●加入（増口）申込資格は ?
★次のいずれにも該当する方
①加入日現在健康でひとつの主たる医療機関等で週4日以上かつ週
16時間以上業務に従事している方
②59歳（昭和29年2月2日以降に生まれた方）までの保険医協会
会員で、約款に同意できる保険医である方

●制度のポイント
★給付は長期（最長で730日）、免責は短期（5日間）
★掛け捨てではありません。脱退給付金が支払われます。
★掛金は加入時のまま満期まで変わりません。
★入院はもちろん、自宅療養でも、代診をおいても給付できます。
★他の所得補償保険等の加入に関係なく給付できます。

2006年の改定保険業法施行以来、停止状態になっていた保団連の休
業保障制度の加入受付が、この度再開されることになりました。
既に全国保険医新聞でも案内されているところですが、今後は、休保
制度運営のために設立した非営利型一般社団法人全国保険医休業保障
共済会（略称『休保共済会』／代表理事・住江憲勇）が運営すること
になります。もちろん、拠出金の額や傷病に対する給付金等はこれまで
どおりであり、おおむね従来の制度がそのまま包括移転されることにな
りますので、ご安心ください。
石川県保険医協会は、休保共済会の社員・代理店として、募集活動

等積極的に取り組んでいきます。本年３月からの募集再開には、ぜひご
加入・増口のご検討をお願いいたします。詳しくは、同封の案内チラシ
をご覧ください。

休業保障制度
まもなく募集再開!!

～昨年12月21日に関東財務局より正式認可が下り、1月27日に
保団連代議員会にて、包括移転決議が採択されました～

石 川 保 険 医 新 聞（1）2013年2月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第490号



二
〇
一
一
年
九
月
に
、
こ
の

『
原
発
・
い
の
ち
・
み
ら
い
』

の
企
画
と
し
て
、
岐
阜
環
境
医

学
研
究
所
の
松
井
英
介
先
生
に

講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
彼
の
主
催
す

る
内
部
被
曝
問
題
研
究
会
の
Ｍ

Ｌ
（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）
に

入
り
ま
し
た
が
、
も
う
一
人
、

内
部
被
ば
く
の
危
険
性
に
つ
い

て
活
発
に
発
言
を
さ
れ
て
い
る

医
師
が
い
ま
し
た
。そ
の
方
は
、

北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー
院
長
の

西
尾
正
道
先
生
で
、
二
〇
一
三

年
一
月
二
十
日
に
東
京
で
講
演

会
が
あ
る
と
聞
き
、
聴
講
し
て

き
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

西
尾
先
生
は
、
国
家
試
験
合

格
後
す
ぐ
に
今
の
北
海
道
が
ん

セ
ン
タ
ー
に
就
職
し
、
以
来

三
十
数
年
間
、
が
ん
治
療
専
門

の
放
射
線
科
医
と
し
て
勤
務
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
舌
が
ん
や
咽

頭
・
喉
頭
が
ん
、
あ
る
い
は
前

立
腺
が
ん
な
ど
に
対
す
る
小
線

源
治
療
な
ど
を
通
し
て
、
内
部

被
ば
く
の
効
果
や
恐
ろ
し
さ
を

つ
ぶ
さ
に
見
て
こ
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
国
際
放
射

線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）

や
国
際
原
子
力
機
関

（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）、
日
本
の
い
わ
ゆ
る

専
門
家
た
ち
は
、「
年
間
百
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
は
健
康

に
害
は
な
い
」と
か「
内
部
被
ば

く
は
怖
く
な
い
」と
言
い
ま
す

が
、西
尾
先
生
の
話
に
は
、た
く

さ
ん
の
患
者
さ
ん
を
治
療
し
て

き
た
専
門
家
と
し
て
の
背
景
も

あ
り
、説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
は
三
時
間
に
も
及
び
、

こ
の
紙
面
で
す
べ
て
を
お
伝
え

す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
の

で
、一
部
だ
け
ご
紹
介
し
ま
す
。

低
線
量
放
射
線
に
よ
る 

内
部
被
ば
く
に
関
す
る 

さ
ま
ざ
ま
な
証
拠

●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
関
連

①
ゴ
メ
リ
医
科
大
学
の
初
代
学

長
で
病
理
医
の
ユ
ー
リ
ー
・
バ

ン
ダ
ジ
ェ
フ
ス
キ
ー
教
授
が
、

病
理
解
剖
に
よ
る
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
蓄
積
量
と
心
電
図
の
所

見
を
対
比
し
、
セ
シ
ウ
ム
蓄
積

の
度
合
い
が
低
い
子
ど
も
に
は

心
電
図
変
化
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
が
、
蓄
積
量
が
高
い
ほ

ど
心
電
図
異
常
が
多
く
み
ら
れ

た
と
報
告
。

②
事
故
後
に
先
天
奇
形
の
発
生

率
が
各
地
で
高
く
な
っ
た
と
す

る
報
告
や
、
が
ん
だ
け
で
な
く

多
様
な
慢
性
疾
患
に
苦
し
む
子

ど
も
の
数
が
激
増
し
た
証
拠
を

紹
介
。

●
医
療
用
Ｘ
線
、
Ｃ
Ｔ
検
査
な

ど
に
よ
る
有
害
性

①
カ
ナ
ダ
の
マ
ギ
ー
ル
大
学

チ
ー
ム
の
報
告
（
二
〇
一
一
年

三
月
）。
血
管
造
影
、
Ｃ
Ｔ
な

ど
の
エ
ッ
ク
ス
線
を
用
い
て
検

査
・
治
療
を
受
け
た
心
筋
梗
塞

患
者
八
万
二
千
八
百
六
十
一
人

の
追
跡
調
査
で
、
一
万
二
千
二

十
人
の
発
が
ん
を
確
認
。
十
〜

四
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被
ば

く
で
も
、
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

毎
に
が
ん
リ
ス
ク
が
有
意
に

三
％
増
加
し
た
。

②
ラ
ン
セ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た

こ
と
で
有
名
と
な
っ
た
が

（
二
〇
一
二
年
）、
Ｃ
Ｔ
検
査
を

受
け
た
子
ど
も
の
追
跡
調
査

で
、
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の

被
ば
く
で
脳
腫
瘍
と
白
血
病
の

発
生
リ
ス
ク
が
三
倍
に

な
っ
た
。

●
原
子
力
施
設
労
働
者
関
係

①
二
〇
〇
五
年
の
カ
ー
デ
ィ
ス

ら
の
報
告
。
原
子
力
施
設
労
働

者
四
十
万
七
千
三
百
九
十
一
人

の
追
跡
調
査
に
よ
っ
て
、
百
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被
ば
く
線
量

で
白
血
病
を
除
く
全
が
ん
死
の

リ
ス
ク
が
九
・
七
％
増
加
し
、

慢
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
を
除
く

白
血
病
で
死
亡
す
る
リ
ス
ク
は

一
九
・
〇
％
増
加
す
る
。

②
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
プ
フ
ル
ー

ク
バ
イ
ル
博
士
の
「
ド
イ
ツ
の

原
子
力
発
電
所
周
辺
の
癌
と
白

血
病 

─K
iK

K

調
査
」。
原
子

力
施
設
周
辺
五
キ
ロ
以
内
の
五

歳
以
下
の
子
ど
も
で
は
、
白
血

病
の
相
対
危
険
度
が
五
キ
ロ
超

に
比
べ
て
二
・
一
九
、五
キ
ロ
〜

十
キ
ロ
で
は
十
キ
ロ
超
に
比
べ

相
対
危
険
度
が
一
・
三
三
に
増

加
し
た
。

③
北
海
道
の
百
八
十
市
町
村
別

の
三
年
間
の
「
が
ん
死
亡
率
」

（
二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
〇
九
年
）

の
比
較
で
、
最
大
が
泊
村
の

十
万
人
対
百
四
十
四
・
九
人
で
、

し
か
も
極
端
に
高
か
っ
た
こ
と

を
紹
介
。

こ
れ
ら
は
、
西
尾
先
生
が
紹

介
さ
れ
た
多
数
の
デ
ー
タ
の
ほ

ん
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も

筆
者
の
力
量
不
足
の
た
め
詳
し

く
お
伝
え
で
き
な
い
の
が
残
念

で
す
。
こ
の
た
め
、
ぜ
ひ
、
石

川
県
で
も
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な

お
、
西
尾
先
生
の
著
書
『
放
射

線
健
康
障
害
の
真
実
』（
旬
報

社
、
二
〇
一
二
年
発
刊
）
も
参

考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
は
、
国

民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
医
師

の
団
体
と
し
て
、
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
の
理
念
か
ら
、
二
〇
〇

三
年
よ
り
二
年
間
に
わ
た
り
計

七
回
、
少
人
数
で
議
論
を
深
め

る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
に
て
井
上

英
夫
氏
（
金
沢
大
学
大
学
院
教

授
）
を
招
い
て
開
催
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
二
〇

〇
八
年
か
ら
は
多
く
の
方
に
参

加
い
た
だ
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

へ
と
形
を
変
え
て
、
計
四
回
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
二
年
ぶ
り
の
社
会
保
障

セ
ミ
ナ
ー
は
，
同
じ
テ
ー
マ
で

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
両
方
を
一
体
化
さ
せ
た
形
で

行
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
ズ
バ
リ

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
で
す
。
二

〇
一
二
年
に
改
定
さ
れ
た
介
護

保
険
制
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ま

さ
に
そ
れ
で
あ
り
、
介
護
報
酬

改
定
で
は
地
域
巡
回
・
随
時
対

応
型
訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス

が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
病
院
・

施
設
か
ら
在
宅
へ
シ
フ
ト
さ
せ

る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
は
た

し
て
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
す
べ

て
の
人
が
住
み
た
い
地
域
で
住

み
続
け
る
こ
と
を
保
障
す
る
も

の
だ
ろ
う
か
？　

こ
の
こ
と
を

今
、
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
の
議
論
に
よ
り
決
定
し
ま

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
駆
け
、

一
月
二
十
二
日
（
火
）
に
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

喜
多
徹
副
会
長
は
、
井
上
英

夫
氏
の
著
書
で
あ
る
『
住
み
続

け
る
権
利　

貧
困
、
震
災
を
こ

え
て
』
を
ま
と
め
る
中
で
、
生

活
保
護
を
受
給
す
る
高
齢
者
が

行
政
か
ら
意
図
的
に
送
り
込
ま

れ
て
い
た
静
養
ホ
ー
ム
た
ま
ゆ

ら
で
起
き
た
火
災
死
傷
事
件
な

ど
、「
住
み
慣
れ
た
地
域
に
住

み
続
け
る
」
と
い
う
基
本
的
な

人
権
の
侵
害
が
起
こ
っ
て
い
る

現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

を
め
ぐ
る
最
近
の
情
勢
を
注
視

す
べ
き
と
の
発
言
も
あ
り
ま

し
た
。

大
川
義
弘
理
事
は
『
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
高
橋
紘
士

著
）』
を
ま
と
め
る
中
で
、
従
来

の
治
療
医
学
で
は
超
高
齢
社
会

の
中
で
著
し
く
増
加
す
る
障
害

や
慢
性
疾
患
の
あ
る
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
い
現
状

か
ら
、
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が

提
唱
さ
れ
た
こ
と
を
解
説
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
政
府
が
提
案

す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
、
シ
ス
テ
ム
と
い
う
よ
り
は

地
域
の
社
会
資
源
を
繋
げ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
あ
る
と
指

摘
し
た
上
で
、
従
来
の
医
師
の

役
割
が
専
門
医
で
あ
る
中
で
新

た
な
シ
ス
テ
ム
に
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
か
、
地
域
包
括
ケ
ア
を

支
え
る
社
会
資
源
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
須
と
さ
れ

て
い
る
点
に
つ
い
て
課
題
が
あ

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

橋
爪
真
奈
美
事
務
局
員
か
ら

は
今
後
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
中

核
を
担
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
態

か
ら
政
府
の
進
め
る
地
域
包
括

ケ
ア
を
考
察
し
、
住
み
慣
れ
た

自
宅
や
地
域
で
は
な
く
、
市
場

化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
住
宅
を
拠
点
と
し
て
い
る
点

や
、
大
都
市
と
は
異
な
る
地
方

特
有
の
問
題
に
対
応
で
き
る
か

な
ど
、
疑
問
が
残
る
点
が
あ
る

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

井
上
英
夫
氏
は
、
東
日
本
大

震
災
や
能
登
半
島
地
震
で
被
害

に
遭
っ
た
人
々
の
「
元
の
と
こ

ろ
に
住
み
続
け
た
い
」
と
い
う

声
に
触
れ
、
自
己
決
定
に
基
づ

い
て
国
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

原
理
原
則
に
立
ち
返
る
べ
き
と

述
べ
ま
し
た
。

二
月
二
十
一
日
（
木
）
に
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
モ
デ
ル
事
業

で
あ
る
柏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手

が
け
る
辻
哲
夫
氏
（
東
京
大
学

特
任
教
授
）
と
、
井
上
英
夫
氏

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
社
会

保
障
セ
ミ
ナ
ー
「
住
み
続
け
る

権
利
・
あ
る
べ
き
地
域
包
括
ケ

ア
の
実
践
」
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●著者　西尾正道　●A5判並製／96頁
●定価1,050円　●発行日 2012年4月23日
●ISBN 9784845112623 C0036 

が
ん
セ
ン
タ
ー
院
長
が
語
る

放
射
線
健
康
障
害
の

真
実

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その16

シリーズ

　理
事

　斉
藤

　典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー 

西
尾
正
道
氏
の
講
演
を
聞
い
て

―
ぜ
ひ
、 石
川
県
で
も
講
演
を

専
門
家
が
明
ら
か
に
す
る

　 内
部
被
ば
く
の
危
険
性

住み続ける権利・あるべき地域包括ケアの実践
２０１３年 ・ 社会保障セミナー

講師 辻　 哲夫 氏（東京大学特任教授、元厚労省事務次官）
井上 英夫 氏（金沢大学地域創造学類・大学大学院人間社会環境研究科教授）

主催／石川県保険医協会

２０１３年２月２１日（木）午後７時～午後９時と　き
午後7:00／辻　哲夫 氏 講演「地域包括ケアと柏プロジェクトについて」
午後8:00／辻　哲夫 氏 ・ 井上 英夫 氏 の対談
午後8:40／フロアとの意見交換
午後9:00／閉会

金沢ニューグランドホテル ５階 銀扇（金沢市南町）ところ
医療・福祉・行政関係者、関心のある方ならどなたでも対　象
１００人定　員
無料参加費
必要事項（医療機関・施設名、代表者氏名、申込人数、参加者の職種）を明記し、
ＦＡＸまたはE-mailにて申し込み

「
地
域
包
括
ケ
ア
」で

　住
み
続
け
る
権
利
を

　
　
　
　
　
　守
れ
る
か

事
務
局

　長
浦

　久
実

社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
を
前
に

　
　
　
　ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催

石 川 保 険 医 新 聞 2013年2月15日（毎月15日発行）（2）第490号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



よ
び
地
方
公
共
団
体
の
財
政
的

負
担
を
国
民
の
負
担
の
適
正
化

に
あ
て
る
と
し
て
、
国
の
責
任

を
放
棄
し
て
い
る
と
、
簡
潔
・

明
瞭
に
怒
り
を
抑
え
つ
つ
語
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、年
金
、

医
療
、
介
護
、
障
害
、
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
、
生
活
保

護
の
問
題
点
を
簡
潔
に
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
法

の
狙
い
を
、
公
的
に
保
障
す
る

部
分
を
限
定
縮
小
し
、
そ
れ
を

超
え
る
保
障
に
つ
い
て
は
市
場

や
自
助
努
力
に
委
ね
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
保
障
制
度
を
「
持

続
可
能
」
な
も
の
に
す
る
と
い

う
改
革
の
方
向
で
あ
る
と
し
、

そ
れ
に
対
峙
し
て
社
会
保
障
の

あ
る
べ
き
原
則
を
踏
ま
え
な
が

ら
個
別
課
題
に
立
ち
向
か
う
必

要
性
が
あ
る
と
し
ま
し
た
。

次
に
、
斉
藤
典
才
さ
ん
（
医

師
・
石
川
県
保
険
医
協
会
理
事
）

が
、『
医
療
保
険
制
度
改
革
の

方
向
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
、

法
律
の
文
言
が
霞
ヶ
関
文
学
で

表
現
さ
れ
て
い
る
と
し
、
そ
の

上
で
、
病
床
再
編
に
よ
る
在
院

日
数
の
短
縮
な
ど
で
結
果
と
し

て
病
院
追
い
出
し
が
強
ま
る
こ

と
や
、
窓
口
負
担
の
引
き
上
げ

で
受
診
抑
制
と
な
る
こ
と
、
ま

た
、
尊
厳
死
法
制
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
が
、
生
か
さ
れ
る

命
を
故
意
に
救
わ
な
い
ケ
ー
ス

が
多
発
す
る
懸
念
が
あ
る
こ
と

な
ど
を
語
ら
れ
、
一
体
改
革
の

医
療
分
野
を
概
観
す
る
と
、
医

療
崩
壊
で
は
な
く
医
療
破
壊
に

進
む
こ
と
を
危
惧
す
る
と
結
び

ま
し
た
。

馬
渡
徳
子
さ
ん
（
金
沢
市
・

主
任
介
護
支
援
専
門
員
）は『
二

〇
一
二
年
介
護
保
険
制
度
改
定

の
影
響
調
査
か
ら
』と
題
し
て
、

石
川
民
医
連
の
十
九
事
例
を
ま

と
め
た
内
容
を
報
告
し
、
影
響

の
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
、
訪
問

介
護
十
七
、
訪
問
看
護
四
、
通

所
介
護
九
、
通
所
リ
ハ
一
、
そ

第
三
分
科
会
は
、『
一
体
改

革
で
ど
う
な
る
社
会
保
障
〜
当

事
者
、
現
場
か
ら
の
報
告
〜
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
三
十
人
が

参
加
し
予
定
時
間
を
三
十
分
超

過
し
て
活
発
な
報
告
・
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

司
会
の
横
山
壽
一
さ
ん
（
金

沢
大
学
教
授
）
は
、
今
日
の
討

議
で
、
各
制
度
に
共
通
に
み
ら

れ
る
特
徴
は
何
か
、「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
論
が
ど
の
よ
う

に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
か
、
そ

し
て
、
い
か
な
る
対
案
・
原
則

を
対
峙
す
べ
き
か
、
来
る
べ
き

総
選
挙
に
お
け
る
争
点
・
焦
点

と
す
べ
き
点
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
検
討
し
た
い
と
、
分
科
会

の
方
向
性
を
述
べ
ま
し
た
。

最
初
に
、工
藤
浩
司
さ
ん（
石

川
県
保
険
医
協
会
事
務
局
長
）

が
、『
社
会
保
障
制
度
改
革
推

進
法
成
立
の
ね
ら
い
』
と
題
し

て
、
全
体
的
な
問
題
提
起
的
に

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
法
が
、
明

確
な
憲
法
違
反
の
法
律
で
あ

り
、
受
益
と
負
担
の
均
衡
や
、

機
能
の
充
実
と
運
営
の
効
率
化

な
ど
の
字
句
そ
の
も
の
が
憲
法

二
五
条
と
相
容
れ
な
い
。
国
お

の
他
一
、
と
い
う
状
況
で
、
自

己
負
担
増
九
、
限
度
額
超
え
で

サ
ー
ビ
ス
減
ら
し
た
四
、
な
ど

の
実
態
が
判
明
し
た
こ
と
、
そ

の
中
で
、
利
用
者
・
家
族
が
、

精
神
的
負
担
が
増
え
た
り
、
費

用
負
担
が
増
え
た
と
実
感
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
語
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
区
分
支
給
限
度

額
の
撤
廃
や
、
要
介
護
認
定
そ

の
も
の
の
廃
止
も
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、吉
原
和
代
さ
ん（
金

沢
市
・
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
）
が
『
生
活
保
護
制
度
改

悪
の
方
向
に
つ
い
て
』
と
題
し

て
報
告
さ
れ
、
生
活
保
護
に
か

ら
ん
で
二
〇
一
二
年
一
月
の
札

幌
市
で
の
姉
妹
の
病
死
・
餓
死

事
件
や
立
川
市
で
の
母
娘
餓
死

事
件
に
ふ
れ
な
が
ら
、
芸
能
人

バ
ッ
シ
ン
グ
で
生
活
保
護
に
対

す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
つ

く
り
つ
つ
、生
活
支
援
戦
略（
ま

ず
就
労
、
就
労
収
入
積
み
立
て

制
度
、扶
養
義
務
者
調
査
な
ど
）

の
導
入
を
考
え
て
い
る
改
悪
の

方
向
性
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。
現
状
で
も
一
番
問
題
な
の

は
、
生
活
保
護
の
捕
捉
率
が

一
五
％
で
あ
り
、
制
度
改
悪
で

一
層
捕
捉
率
が
低
く
な
り
、
生

活
支
援
戦
略
の
実
施
を
断
じ
て

食
い
止
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
フ
ロ
ア
ー
発
言
で

は
、
南
久
栄
さ
ん
（
石
川
保
育

ネ
ッ
ト
）
が
『
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
の
最
新
動
向
』

に
つ
い
て
、
公
立
保
育
か
ら
見

る
と
、
小
規
模
保
育
所
が
認
可

さ
れ
る
こ
と
や
、
細
切
れ
保
育

時
間
の
認
定
や
、
無
資
格
者
や

非
正
規
の
保
育
者
が
こ
の
間
す

で
に
増
加
し
て
い
る
が
、
一
層

増
加
す
る
危
惧
が
あ
る
こ
と
を

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
野
間
比
南
子
さ
ん

（
き
ょ
う
さ
れ
ん
石
川
支
部
事

務
局
長
）
が
『
障
害
者
福
祉
を

め
ぐ
る
最
新
動
向
』に
つ
い
て
、

自
立
支
援
法
が
廃
止
さ
れ
、
総

合
福
祉
法
が
今
年
の
一
月
に
成

立
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
自

立
支
援
法
の
中
身
（
応
益
負
担

な
ど
）
が
存
続
し
た
総
合
支
援

昨
年
、
十
一
月
二
十
五
日
、
石
川
県
保
険
医
協
会
も
実
行

委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
、
第
七
回
石
川
県
社
会
保
障
学
校

の
第
三
分
科
会
「
一
体
改
革
で
ど
う
な
る
社
会
保
障
〜
当
事

者
、
現
場
か
ら
の
報
告
〜
」
が
開
か
れ
、
医
療
、
介
護
、
障

害
、
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
、
生
活
保
護
の
問
題
点

と
改
善
方
向
に
つ
い
て
、
社
会
保
障
の
基
本
原
則
を
踏
ま
え

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
分
科
会
討
論
の
ま
と
め

を
紹
介
す
る
。

も
う
す
ぐ
二
〇
一
二

年
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
改
定
か
ら
一
年
が
た

と
う
と
し
て
い
る
が
、

歯
科
訪
問
診
療
に
目
を

向
け
る
と
、
今
次
改
定

で
「
常
時
寝
た
き
り
状
態
」
の
縛
り

や
「
二
十
分
の
時
間
要
件
」
の
一
部

見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
歯
科

訪
問
診
療
を
行
う
歯
科
診
療
所
も

徐
々
に
増
え
て
き
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
現
状
で
は
診
療
所
で
行

う
行
為
と
比
べ
る
と
収
益
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
必
至

で
、
在
宅
患
者
と
そ
の
家
族
、
施
設

側
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
対
応
で
き
る

と
は
言
い
難
い
。
大
き
な
原
因
の
一

つ
に
、
こ
れ
ま
で
診
療
点
数
が
あ
ま

り
に
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
き
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
義
歯

調
整
や
抜
歯
を
し
た
翌
日
以
降
の
洗

浄
な
ど
で
は
、
診
療
時
間
が
二
十
分

未
満
で
あ
れ
ば
初
診
料
ま
た
は
再
診

料
（
四
十
二
点
）
と
な
り
、
歯
科
訪

問
診
療
料
（
三
百
八
十
点
ま
た
は

八
百
五
十
点
）
は
算
定
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
訪
問
診
療
に
か
か
る
歯
科

医
師
・
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
は
医
院

の
持
ち
出
し
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
実
際
、
歯
科
訪
問
診
療
を
実
施

し
て
い
る
の
は
比
較
的
年
配
の
先
生

が
多
く
、若
い
世
代
の
歯
科
医
師
は
、

ほ
と
ん
ど
訪
問
診
療
を
し
て
い
な
い

と
耳
に
す
る
。

歯
科
開
業
医
に
と
っ
て
は
、

一
九
八
〇
年
以
降
の
長
く
続
い
た
歯

科
診
療
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
影
響

が
強
く
、
こ
こ
数
回
の
わ
ず
か
な
プ

ラ
ス
改
定
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
収

益
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
中
医
協

の
医
療
経
済
実
態
調
査
で
歯
科
医
療

機
関
の
損
益
差
額
の
平
均
値
が
百
万

円
を
下
回
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
で
診
療
時
間

を
削
っ
て
訪
問
診
療
を
す
る
の
は
、

小
さ
な
規
模
の
開
業
医
に
と
っ
て

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
感
覚
で

あ
る
。

今
後
、
団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
歯
科
訪
問
診

療
の
ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る
の
は
確
実

で
、
今
ま
で
以
上
に
在
宅
や
施
設
で

の
専
門
的
口
腔
ケ
ア
の
普
及
が
求
め

ら
れ
る
。
正
し
い
口
腔
ケ
ア
を
介
護

の
現
場
で
し
っ
か
り
行
え
ば
、
国
民

医
療
費
の
削
減
に
繋
が
る
と
の
報
告

も
あ
り
、
歯
科
開
業
医
が
積
極
的
に

訪
問
診
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
保
険
医
協
会
と
し
て
は
、

さ
ら
な
る
歯
科
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
、
お
よ
び
訪
問
診
療
の
制
度
改
革

を
求
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

法
が
成
立
し
た
。
違
憲
訴
訟
の

和
解
は
破
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た

が
、
金
沢
・
小
松
・
七
尾
な
ど
、

そ
し
て
全
国
二
百
二
十
の
自
治

体
で
「
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

の
新
た
な
法
制
に
関
す
る
」
陳

情
書
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
引

き
続
き
、
み
な
さ
ん
の
支
援
を

い
た
だ
き
た
い
と
、
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

帯刀裕之（小松市・内科）
今年も歩きます。ぜひ、ご参加ください。

ピースウォーク
のご案内

3月20日（水）春分の日　
午後１時半から集会
午後２時半からピースウォーク
石川県中央公園にて

日時

場所

「母からはじまる　ピースウォーク」
～イラク開戦から10年目の3月20日～

☆★☆今年のピースウォークの
　　　　　　　　　　　　　大きなテーマ！☆★☆

主催／ピースウォーク金沢実行委員会

新年号クロスワードパズルの
答えとお礼

答え　ハツヒノデ
多数のご応募ありがとうございました。厳正な

る抽選を行い、５人の方に図書カードをお送りし
ました。なお、ご記入いただきました新年号への
ご意見、励まし、ありがとうございました。今後と
も、読まれる、役立つ機関紙作りに努力しますの
で、よろしくお願い致します。     （編集部）

高
ま
る
歯
科
訪
問
診
療
の
ニ
ー
ズ

急
が
れ
る
歯
科
診
療
報
酬
の
改
善

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
、
５
と
打
つ
の
が
好
手

段
。
白
６
に
黒
７
、
９
で
白
死
で
す
。
黒

１
で
４
は
白
３
で
コ
ウ
。
黒
１
で
２
も
白

６
黒
４
白
３
で
コ
ウ
。
白
２
で
４
な
ら
黒

２
白
６
黒
５
で
同
じ
く
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁
2 9

5

1

3
4

68

（7は5のところ）

☗
３
三
銀
成
☖
１
一
玉
☗
２
二

成
銀
☖
同
玉
☗
３
二
角
成
☖
１

二
玉
☗
２
四
桂
☖
同
歩
☗
１
三

竜
☖
同
玉
☗
１
四
飛
ま
で
11
手

詰
。

〈
解
説
〉
☗
３
三
銀
成
で
☖
１

一
玉
と
追
い
、
次
の
☗
２
二
成

銀
と
捨
て
る
の
が
好
手
順
で

す
。
以
下
☗
２
四
桂
と
捨
て
て

☗
１
三
竜
と
飛
車
を
取
り
、
☗

１
四
飛
で
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

９
＋
２
で
、答
え
は「
11
」

（
問
題
8
面
）

当事者、現場からの報告
一体改革でどうなる社会保障
石川県社会保障学校・第３分科会 報告

山口　修治（金沢市・施設指導員）

石 川 保 険 医 新 聞（3）2013年2月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第490号



はじめに
2012年８月10日、社会保障と税の一体改革の目玉として、「子ども・子

育て支援法」「改正認定こども園法」「関連法整備法」（以下、子ども・子
育て関連三法）が可決されました。「教育と保育の一体的提供」と「待機
児童解消」を目的に、消費税増税分を財源として、2015年４月からの本格
施行を想定しています。「子育て支援を強化します！」と言われると、「消
費税増税もしょうがない…」と目をつぶってしまいそうになりますね。で
すが、今一度その中身をよく見てみましょう。

１．「保育の必要性認定」と「施設型給付費」？
現在、保育所利用の際は市町村へ申し込み、幼稚園利用の際は施設へ直

接申し込みますが、子ども・子育て関連三法では、どの施設・サービスを
利用したいかに関わらず、市町村から“保育の必要性の認定”を受けなけ
ればならなくなります。保護者の就労の有無などを基準に利用時間が認定
され、保育所利用の際は市町村へ、それ以外の施設・サービス利用の際は
事業者に直接申し込みます。

また、保育所・幼稚園・認定こども園（1）に支給されていた補助金など
を一本化する施設型給付費が創設されました。認定時間から算定した金額
を、保護者に直接給付（2）する仕組みです。

２．いるはずの待機児童が見えなくなる？児童福祉法24条改正
児童福祉法24条では「市町村は（中略）児童の保育に欠けるところがあ

る場合において、保護者から申込みがあつたときは、それらの児童を保育
所において保育しなければならない」と、市町村に対し保育を必要とする
子どもへ必要な保育を質・量ともに保障する義務を課しています。しかし、
当初政府から出された改正案では「保育を（中略）確保するための措置を
講じなければならない」と市町村の責任を後退させる文言となっていまし
た。これに保育・教育関係者が反対。民主・自民・公明の三党合意に基づ
く修正案では「保育を必要とする場合において（中略）児童を保育所にお
いて保育しなければならない」と、従来の市町村の保育実施義務が守られ
ました。

市町村の保育実施義務がなくなり施設との直接契約となれば、保護者は
働きながら、入院しながら、災害復旧にあたりながら、空いている保育所
を自力で探さなければなりません。保育所に入れず困っている子どもと保
護者については ” 自己責任 ” ですから、市町村の把握する待機児童は晴れ
て ” 解消 ” されるシカケです。さらに、厚労省からは「（児童福祉法第24
条の規定により）保育料の滞納を理由として、その児童を強制的に退所さ
せたり、当該児童の弟妹の入所を拒否したりすることは、児童福祉法の解
釈上できない（3）」という通知が出ています。しかし、施設との直接契約
となれば保育料滞納を理由に児童の強制退所が可能となってしまいます。

必要性を審査し、認定を受けた分だけを利用者に直接給付し、利用者と
事業者の直接契約。何かの制度に似ていませんか？　まるで介護保険の要
介護認定にそっくりです。認定時間を超えた利用は全額自己負担となるな
どの給付抑制が行われ、収入の少ない世帯では十分に保育を利用できなく
なる可能性があります。

３．教育・保育の営利化を進める「指定制」？
認定こども園となるには都道府県の認可が必要ですが、当初、政府は基

準さえ満たしていれば、運営主体は株式会社でもよいとする「指定制」を
提案していました。しかし、「幼保連携型認定こども園は保育と教育を一
体的に提供する施設であり、教育に株式会社の参入は認められない」「指
定制では悪質な事業者を排除できない」として、三党合意にて従来の「認
可制」とすること、幼保連携型認定こども園の運営主体は「国、地方公共

団体、学校法人、社会福祉法人に限る」ことが決まりました。
今回の法改正では盛り込まれていませんが、政府の掲げる子ども・子育

て新システム基本制度では、剰余金の株主配当を認めています。子ども・
子育て新システム検討会議（4）にて、「公費を投入するにもかかわらず、利
益配当を、上限設定を設けたとしても公教育において認めることはできな
い」と６つの教育・保育・保護者団体すべてが反対しましたが、議員が半
ば押し切る形で決定してしまいました。

４、待機児童は「地域型保育事業」で解消？
では、肝心の待機児童問題はどうするのでしょうか？　2012年４月１日

現在、待機児童数は24,825人にも上っています（5）。
政府は保育所の増設ではなく、地域型保育事業によって待機児童解消を

計ろうとしています。地域型保育事業とは、①家庭的保育（市町村の研修
を修了した家庭的保育者が保育者の居宅などで行う。定員３人）、②小規
模保育（市町村・民間事業者などが公的スペースなどを活用し行う。定員
６～19人）、③居宅訪問型保育（家庭的保育者が乳幼児の居宅において保
育を行う）、④事業所内保育（事業主が雇用する労働者の乳幼児を保育す
る）、の４つです。認可保育所が都道府県の認可を受けているのに対し、
これらの事業は都道府県の認可は受けておらず市町村の確認を受けている
ことから、認可外保育所と呼ばれます。子ども・子育て関連三法により地
域型保育給付費が創設され、これらの事業も財政支援を受けられるように
なりました。

地域型保育事業では「人員配置基準」「居室面積基準」「児童の発達に密
接に関連する基準」以外は、国の基準を元に市町村が条例により定めます。
待機児童が多い市町村や財源の少ない市町村では経費節減などのため、基
準の引き下げが行われることが予想されます。

保育施設での死亡事故は2012年１月１日から2012年12月31日までの１年
間で18件発生しています。うち、認可保育所での死亡事故は利用児童217
万6802人中６件であるのに対し、認可外保育所では18万6107人中12件に上
り、事故発生率は約24倍の開きがあります（6）。認可外保育所での事故に
ついては、「保育体制の不備や観察不足があったと考えられ、認可保育所
よりも事故の発生率が高い（7）」と厚労省より指摘されています。

地域型保育事業の基準が引き下げられると、このような悲惨な事故が起
こる可能性がいっそう高まります。規制緩和されれば、より事業者は参入
しやすくなるでしょう。しかし、保育はただの託児とは異なり、子どもの
成長・発達や人格形成に深く関わっています。ただ事業者数を増やせばよ
いというものではなく、保育の質こそが保障されなくてはいけません。

おわりに
消費税増税により「教育と保育の一体的提供」と「待機児童解消」を目

指していたはずですが、法律の蓋を開けてみれば、その目的を達成できな
いばかりか、政府の本当のねらいが見えてきました。それは教育・保育の
営利化と国の責任の後退です。営利化されれば教育・保育は本当によくな
るのでしょうか？

2008年10月１日にエムケイグループは、経営難を理由に経営する東京都・
神奈川県・埼玉県の認可保育所２ヶ所、認可外保育所２ヶ所、学童保育所
などの計 29 施設を、保護者への説明もなしに突然閉園しました。通って
いた乳幼児400人以上の行き場がなくなるとともに、200人以上の職員が解
雇されました。

株式会社は利益を出さなければ成り立ちません。しかし保育・教育は、
採算がある・なしに関わらず、子どもたちに等しく保障されなければなら
ないものです。子どもの健やかな発達・成長のための教育・保育には、国
の十分な保障が必要不可欠です。

（1） 認定こども園とは、教育と保育の一体的提供を目的に2006年に創設された施設。幼
保連携型（認可幼稚園と認可保育所が連携し、一体的運営を行う）、幼稚園型（長
時間保育も行う認可幼稚園）、保育所型（幼稚園教育を行う認可保育所）、地域裁量
型（都道府県の認可を受け保育を行う認可外保育施設）の４類型があり、石川県で
は８ヶ所の認定こども園がある。

（2） ただし、確実に事業者が受け取れるよう、事業者が保護者の代わりに市町村から受
領する。

（3） 雇児保発第 0822001号「保育所保育料の徴収状況に関する調査の結果について」
（4） 内閣府・子ども子育て新システム検討会議　第20回基本制度ワーキングチーム 

（2012年１月31日開催）
（5） 厚生労働省「保育所関連状況取りまとめ（2012年４月１日）」
（6） 厚生労働省「保育施設における事故報告集計（2013年１月18日）」
（7） 厚生労働省「保育施設における死亡事例について（2009年12月７日）」

社会保障・税一体改革これで
いいのか！？

消費税増税で
　　　教育・保育がよくなる？

事務局　長浦　久実

第 10 回
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第
二
次
健
康
日
本
二
十
一

国
民
の
健
康
の
増
進
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る

た
め
の
基
本
的
な
方
針
（http://w

w
w
.m

hlw
.

go.jp/bunya/kenkou/kenkounippon21.
htm

l

、
二
〇
一
二
年
七
月
）
は
第
一
次
健
康
日

本
二
十
一
を
全
面
改
定
し
、
以
下
の
五
点
を
基
本

方
向
と
し
ま
し
た
。

ア　

健
康
寿
命
の
延
伸
と
健
康
格
差
の
縮
小

イ　

生
活
習
慣
病
の
発
症
予

防
と
重
症
化
予
防

ウ　

社
会
生
活
を
営
む
た
め

に
必
要
な
機
能
の
維
持
及

び
向
上

エ　

健
康
を
支
え
守
る
た
め

の
社
会
環
境
整
備

オ　

栄
養
・
食
生
活
、
身
体

活
動
・
運
動
、
休
養
、
飲

酒
、
喫
煙
及
び
歯
・
口
腔

の
健
康
に
関
す
る
生
活

習
慣
及
び
社
会
環
境
の

改
善

健
康
を
支
え
、
守
る
た
め

の
社
会
環
境
が
整
備
さ
れ
る

た
め
に
は
、
国
民
、
企
業
、

民
間
団
体
等
の
多
様
な
主
体

が
自
発
的
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
、

国
は
基
準
や
指
針
の
策
定
や

見
直
し
、
人
材
の
育
成
や
情

報
の
普
及
、
企
業
や
民
間
団

体
と
の
協
働
に
よ
る
体
制
整

備
等
に
取
り
組
む
と
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
格
差
の
社
会
的
決
定
要
因
と
社
会
経
済

的
地
位
の
健
康
影
響
が
記
述
さ
れ
（
図
１
）、
生

活
習
慣
の
収
入
格
差
に
着
目
し
て
い
ま
す
が
（
表

１
）、
収
入
格
差
そ
の
も
の
を
縮
小
す
る
対
策
で

は
な
く
、
格
差
が
健
康
格
差
に
繋
が
ら
な
い
よ
う

社
会
的
結
束
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
人
々

の
協
調
行
動
を
活
発
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社

会
の
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
「
信
頼
」

「
規
範
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
っ
た
社
会
組
織

の
特
徴
：
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
定
義
）
の

活
用
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
や
次
世
代
の
健
康
や
生
活
習

慣
も
重
視
さ
れ
、
睡
眠
の
確
保
や
月
六
十
時
間
以

上
の
時
間
外
労
働
の
減
少
、
低
出
生
体
重
児
や
肥

満
児
減
少
も
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

地
域
保
健

地
域
保
健
対
策
基
本
指
針
一
部
改
正
（http://

w
w
w
.okinaw

a.m
ed.or.jp/doctors/health/

health-doc/h240915-2he.pdf

、
二
〇
一
二
年

七
月
）
の
要
点
を
列
挙
し
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

１　

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
活
用
し
た
自

助
及
び
共
助
の
支
援
の
推
進 

２　

地
域
の
特
性
を
い
か
し
た
保
健
と
福
祉
の

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

３　

医
療
、
介
護
及
び
福
祉
等
の
関
連
施
策
と
の

連
携
強
化 

４　

地
域
に
お
け
る
健
康
危
機
管
理
体
制
の
確
保 

５　

学
校
保
健
と
の
連
携 

６　

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
地
域
保
健
の
推
進 

７　

保
健
所
の
運
営
及
び
人
材
確
保

８　

地
方
衛
生
研
究
所
の
機
能
強
化 

９　

快
適
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保 

10　

国
民
の
健
康
増
進
及
び
が
ん
対
策
等
の
推
進 

地
域
医
療
計
画

厚
労
省
は
「
医
療
計
画
に
つ
い
て
（http://

w
w
w
.m

hlw
.go.jp/seisakunitsuite/bunya/

kenkou_iryou/iryou/iryou_keikaku/dl/
tsuuchi_iryou_keikaku.pdf

、
二
〇
一
二
年
三

月
）」
を
発
表
し
、
都
道
府
県
に
対
し
、
医
療
提

供
の
量
（
病
床
数
）
の
管
理
と
質
（
医
療
連
携
・

医
療
安
全
）
の
評
価
、
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携

に
よ
り
地
域
完
結
型
医
療
（
急
性
期
か
ら
回
復

期
・
在
宅
医
療
ま
で
）
の
推
進
、
数
値
目
標
設

定
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
政
策
循
環
実
施
を
求
め
て
い

ま
す
。

人
口
二
十
万
人
未
満
の
二
次
医
療
圏
で
は
、
流

入
患
者
割
合
が
二
〇
％
未
満
で
流
出
患
者
割
合

が
二
〇
％
以
上
の
場
合
、
流
出
先
医
療
圏
と
の

一
体
化
を
検
討
す
る
こ
と
や
五
疾
患
（
が
ん
、

脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患
）

と
五
事
業
（
救
急
、
災
害
、
へ
き
地
、
周
産
期
、

小
児
）
に
つ
い
て
数
値
目
標
の
記
載
を
求
め
て

い
ま
す
。

が
ん
対
策

が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
（http://w

w
w
. 

m
hlw

.go.jp/stf/houdou/2r9852000002bp3v 
.htm

l

、
二
〇
一
二
年
六
月
）
は
、
平
成
二
十
八

年
ま
で
に
七
十
五
歳
未
満
の
年
齢
調
整
死
亡
率

の
二
〇
％
減
少
な
ど
の
た
め
に
、
が
ん
治
療
拠
点

病
院
で
の
チ
ー
ム
整
備
、
緩
和
ケ
ア
や
就
労
支

援
、
医
薬
品
や
機
器
の
早
期
承
認
な
ど
と
共
に
、

が
ん
健
診
受
診
率
を
五
年
以
内
に
五
〇
％
（
胃
、

大
腸
、
肺
は
四
〇
％
）
と
平
成
三
十
四
年
度
ま
で

に
職
場
で
の
受
動
喫
煙
を
ゼ
ロ
、
成
人
喫
煙
率
を

一
二
％
に
す
る
こ
と
な
ど
を
掲
げ
ま
し
た
。

特
定
健
診

特
定
健
康
診
査
等
基
本
指
針
の
改
正
案（
素
案
） 

（http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/shingi/ 

2r9852000002e0cn-att/2r9852000002e0ip.
pdf

、
二
〇
一
二
年
六
月
）
で
は
、
健
診
実
施
と

成
果
目
標
の
期
限
を
延
長
し
、
非
肥
満
者
で
も
リ

ス
ク
が
重
な
る
者
に
保
健
指
導
や
受
診
勧
奨
を

行
う
よ
う
標
準
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
訂
す
る
一
方

で
、
腹
囲
を
重
視
し
た
現
行
制
度
の
適
否
に
つ
い

て
は
継
続
審
議
と
し
、
腹
囲
基
準
や
健
診
項
目
は

変
更
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
健
康
政
策
の
主
な
問
題
点

１
．
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
掲
げ
るH

ealth for A
ll

で
は
な

く
、
特
に
、
低
所
得
者
、
失
業
者
な
ど
生
活
困

難
を
抱
え
た
人
々
の
健
康
権
・
生
存
権
が
軽
視

２
．
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
健
康
の
定
義
の
う
ち
社
会
的
健
康

や
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
病
気
や
障
害

が
あ
っ
て
も
普
通
の
社
会
生
活
を
送
れ
る
社

会
）
が
軽
視

３
．
具
体
的
対
策
や
目
標
で
は
個
人
へ
の
健
診
と

保
健
指
導
・
治
療
が
中
心
で
、
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に

環
境
改
善
に
よ
る
予
防
（
健
康
社
会
づ
く
り
）

が
な
い

４
．
薬
害
・
公
害
・
職
業
関
連
疾
患
・
ス
ト
レ
ス

関
連
疾
患
な
ど
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
が

明
ら
か
な
健
康
問
題
の
再
発
防
止
策
が
な
い

５
．
次
世
代
の
健
康
対
策
と
し
て
、
子
育
て
世
代

の
生
活
（
雇
用
、
収
入
）
支
援
が
な
い

６
．
働
き
盛
り
世
代
へ
の
支
援
は
常
勤
雇
用
者
が

前
提
で
、
失
業
者
や
非
正
規
雇
用
者
は
制
度
か

ら
除
外

７
．
支
援
は
自
助
と
共
助
が
中
心
で
、
公
助
は
自

助
・
共
助
の
補
助
に
後
退

８
．
政
策
の
目
玉
と
さ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ

タ
ル
弱
体
化
の
原
因
を
直
視
せ
ず
、
そ
れ
を
豊

か
に
す
る
た
め
の
国
や
自
治
体
の
責
任
を
放

棄
９
．
政
財
界
の
利
害
調
整
で
政
策
決
定
さ
れ
、
科

学
的
手
法
で
P
D
C
A
が
運
用
さ
れ
て
い
な
い

戦
後
の
健
康
政
策
は
健
康
政
策
の
お
手
本

一
九
五
七
年
の
第
二
回
厚
生
白
書
「
貧
困
と
疾

病
の
追
放
」
は
、
貧
困
と
疾
病
の
悪
循
環
を
指
摘

し
、「
わ
が
国
に
お
け
る
貧
困
の
相
当
な
部
分
は
、

広
汎
な
不
完
全
就
業
の
も
た
ら
す
構
造
的
貧
困

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。・
・
・
社
会
保
障

は
国
民
生
活
の
安
定
策
で
あ
る
と
と
も
に
、
貧
困

と
闘
う
個
々
人
や
個
々
の
家
族
の
努
力
を
社
会

的
に
結
集
し
、
こ
れ
を
高
度
に
効
率
化
す
る
た
め

の
施
策
で
あ
る
。」
と
し
て
、
社
会
保
障
の
充
実

を
掲
げ
ま
し
た
。
不
完
全
就
労
の
是
正
に
よ
る
構

造
的
貧
困
の
解
消
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

支
援
策
の
中
核
で
あ
る
社
会
保
障
の
充
実
を
健

康
政
策
の
柱
に
す
べ
き
で
す
。

の服部真理事
（金沢市・産業医療科）

今
回
は
、
自
民
党
・
公
明
党
政
権
か
ら
民
主
党
政
権
に
か
け
て
作
ら
れ
た
日
本
の
主
な
健
康

政
策
を
概
観
し
、
そ
の
問
題
点
を
検
討
し
ま
す
。

第28回

日
本
の
健
康
政
策
の
問
題
点〈図1〉　�健康の社会的要因に関する概念的枠組み

（厚生労働省 http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/dl/kenkounippon21_02.pdf より引用）

〈表1〉　�所得と生活習慣に関する状況（20歳以上）（引用は図１と同様）

石 川 保 険 医 新 聞（5）2013年2月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第490号



直
近
の
歯
科
疾
患
実
態
調
査

に
よ
れ
ば
、
８
０
２
０
運
動
に

お
け
る
達
成
率
は
三
八
・
三
％

に
改
善
し
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
る
。
確
か
に
八
十
歳
で
残
存

歯
二
十
本
を
有
す
る
人
は
増
加

し
た
が
、
年
齢
と
と
も
に
口
腔

機
能
や
衛
生
状
態
が
悪
化
し
て

い
る
高
齢
者
が
多
い
と
い
う
実

態
も
あ
る
。
私
の
訪
問
歯
科
診

療
で
も
問
題
の
あ
る
方
が
い
る

の
で
、
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

昨
年
、
糖
尿
病
に
よ
る
白
内

障
で
失
明
し
た
患
者
さ
ん
か

ら
、
入
れ
歯
が
痛
く
て
食
事
が

で
き
な
い
と
の
訴
え
が
あ
っ

た
。
訪
問
し
て
み
る
と
、
義
歯

に
よ
る
褥
瘡
が
原
因
だ
っ
た
。

義
歯
の
調
整
に
よ
り
食
事
が
可

能
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
食
事
に
長
時
間

を
要
す
る
と
も
言
う
の
で
、
反

復
唾
液
嚥
下
テ
ス
ト
を
行
っ
て

み
た
と
こ
ろ
、
三
十
秒
で
一
回

と
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
た
。

明
ら
か
な
摂
食
嚥
下
障
害
で
あ

る
が
、
本
人
を
含
め
家
族
に
障

害
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
な

か
っ
た
。

ま
た
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で

療
養
中
の
患
者
さ
ん
が
、
誤
嚥

性
肺
炎
を
繰
り
返
す
と
の
こ
と

で
、
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
か

ら
口
腔
ケ
ア
の
依
頼
を
受
け

た
。
訪
問
し
て
み
る
と
摂
食
・

嚥
下
・
う
が
い
が
ま
っ
た
く
で

き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。ま
ず
、

誤
嚥
性
肺
炎
の
防
止
の
た
め
に

口
腔
清
掃
か
ら
始
め
、次
に
は
、

舌
・
口
腔
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
含
め

た
間
接
訓
練
を
行
う
と
、
か
ろ

う
じ
て
う
が
い
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
日
が
た
つ

と
、う
が
い
が
力
強
く
な
っ
た
。

さ
ら
に
は
嚥
下
の
動
き
も
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

十
二
月
の
胃
瘻
チ
ュ
ー
ブ
交
換

時
、
能
登
総
合
病
院
歯
科
口
腔

外
科
の
長
谷
先
生
に
内
視
鏡
検

査
を
お
願
い
し
た
。
結
果
は
、

鼻
咽
腔
の
閉
鎖
機
能
が
な
く
、

ま
た
食
道
の
開
口
が
認
め
ら
れ

な
い
の
で
、
誤
嚥
の
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
直
接
訓
練
は
ま

だ
行
え
な
い
が
、
ブ
ロ
ウ
イ
ン

グ
を
は
じ
め
と
し
て
、
間
接
訓

練
を
開
始
し
た
。
新
年
を
迎
え

て
、
鼻
咽
腔
の
閉
鎖
機
能
に
つ

い
て
は
完
全
に
回
復
す
る
こ
と

が
で
き
、
嚥
下
も
回
復
で
き
る

の
で
は
と
、
が
ん
ば
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
摂
食
・
嚥
下

に
障
害
が
あ
っ
て
も
、
歯
科
の

範
囲
で
担
え
る
分
野
は
多
い
の

で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
「
口
か
ら

食
べ
る
」
こ
と
は
、
人
間
が
生

き
て
い
く
た
め
の
最
も
基
本
的

な
機
能
で
あ
り
、
特
に
高
齢
者

に
お
い
て
は
、
日
常
生
活
に
お

け
る
最
大
の
生
き
が
い
や
楽
し

み
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は

高
齢
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、

脳
血
管
疾
患
、
認
知
症
な
ど
を

中
心
に
摂
食･

嚥
下
障
害
を
有

す
る
者
が
増
加
し
、
必
要
な
食

事
が
取
れ
な
い
た
め
低
栄
養
状

態
と
な
る
率
が
増
加
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、

在
宅
で
の
老
老
介
護
や
高
齢
者

単
独
世
帯
者
の
た
め
、
十
分
な

栄
養
が
取
れ
て
い
な
い
環
境
に

あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
か
、こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、

経
管
栄
養
、
胃
瘻
造
設
と
い
う

方
法
で
栄
養
管
理
さ
れ
る
高
齢

者
が
増
加
し
て
き
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
口
か
ら
食
べ
る
機

能
を
最
後
ま
で
残
す
こ
と
は
、

単
に
栄
養
の
観
点
か
ら
で
な

く
、
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と

の
尊
厳
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ

り
、
歯
科
が
口
か
ら
食
べ
る
こ

と
を
支
援
す
る
重
要
な
役
目
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
と
言
え

る
。
私
の
経
験
か
ら
も
、
一
本

の
虫
歯
を
治
療
し
た
こ
と
で
、

経
口
摂
取
が
可
能
と
な
り
、
つ

い
に
は
離
床
も
可
能
に
な
っ
た

患
者
が
い
る
。
ま
た
上
顎
前
歯

の
う
蝕
で
食
事
が
で
き
な
か
っ

た
高
齢
者
が
、
訪
問
歯
科
診
療

に
よ
っ
て
食
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
結
果
的
に
全
身
の
栄

養
状
態
が
著
し
く
改
善
さ
れ
た

経
験
が
あ
る
。
ま
た
、
誤
嚥
性

肺
炎
を
防
ぐ
た
め
に
胃
瘻
を
設

置
し
た
が
、
口
腔
ケ
ア
が
な
さ

れ
な
い
た
め
に
誤
嚥
性
肺
炎
に

罹
患
し
経
口
摂
取
で
き
な
い
患

者
さ
ん
も
み
て
き
た
。

要
介
護
高
齢
者
で
は
、
要
介

護
度
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
歯
科

治
療
の
必
要
性
も
高
く
な
る

（
七
四
・
二
％
）傾
向
に
あ
る
が
、

実
際
に
歯
科
治
療
を
受
け
た
者

は
低
く
（
二
六
・
九
％
）、
需
要

と
供
給
の
間
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
。
原
因

と
し
て
は
、
歯
科
で
は
切
削
機

器
を
は
じ
め
と
し
て
、
た
く
さ

ん
の
機
材
や
材
料
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
歯
科
医
療
が
こ
れ
ま

で
外
来
を
中
心
と
し
た
歯
科
外

来
診
察
完
結
型
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
高
齢
者
が
歯
科
治

療
を
諦
め
て
い
る
こ
と
や
、
患

者
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
医
療
・

介
護
関
係
者
も
訪
問
歯
科
診
療

に
対
す
る
認
知
度
が
低
い
こ
と

も
そ
の
一
因
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
近
年
訪
問
用
歯
科
診
療

ユ
ニ
ッ
ト
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど

高
額
機
器
で
も
公
的
機
関
に
配

置
さ
れ
、
自
前
の
機
器
が
な
く

て
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
体

制
に
あ
り
、
歯
科
医
師
の
提
供

で
き
る
医
療
レ
ベ
ル
も
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。

専
門
的
口
腔
ケ
ア
と
は
、
単

な
る
口
腔
清
掃
で
は
な
く
、
歯

科
治
療
、
歯
科
保
健
指
導
、
専

門
的
口
腔
清
掃
、
摂
食
機
能
訓

練
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ

の
専
門
的
口
腔
ケ
ア
は
、
歯
科

疾
患
の
予
防
や
こ
れ
に
伴
う
咀

嚼
機
能
の
維
持
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
お
よ
び
要
介
護
高
齢
者

に
対
す
る
低
栄
養
や
誤
嚥
性
肺

炎
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
と

も
に
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
生
活
の
質
を

高
め
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会

に
向
か
い
、
さ
ら
な
る
訪
問
歯

科
診
療
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

私
が
日
歯
で
指
導
を
受
け
た

深
井
穫
博
先
生
は
、
歯
科
診
療

所
一
施
設
当
た
り
の
要
介
護
高

齢
者
数
は
、
現
状
の
六
四
・
八

人
に
対
し
て
、
二
〇
四
〇
年
で

は
九
九
・
三
人
へ
増
加
す
る
と

の
試
算
を
行
っ
て
い
る
が
、
増

加
分
に
関
し
て
は
、
現
在
行
っ

て
い
る
歯
科
医
師
と
同
数
の
歯

科
医
師
が
新
規
に
訪
問
診
療
を

行
い
、
現
在
訪
問
診
療
を
行
っ

て
い
る
歯
科
医
師
が
訪
問
頻
度

を
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応

で
き
る
と
報
告
し
て
い
る
。
石

川
県
で
も
訪
問
歯
科
診
療
を

行
っ
て
い
る
歯
科
医
師
は
増
加

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

需
要
と
供
給
の
面
で
は
、
歯
科

医
師
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
。

今
後
、
団
塊
の
世
代
が
高
齢
期

に
突
入
し
て
行
く
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
訪
問
歯
科
を
行
う
歯

科
医
師
の
増
加
が
望
ま
れ
、
新

た
に
訪
問
診
療
を
始
め
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

歯
科
医
師
の
皆
さ
ま
へ

講
習
会
か
ら
、
現
場
に
出
て

み
ま
し
ょ
う
。
は
じ
め
は
義
歯

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
診
診
連

携
を
行
い
、
訪
問
歯
科
診
療
か

ら
、緩
和
期
の
口
腔
ケ
ア
ま
で
、

石
川
の
訪
問
歯
科
診
療
を
さ
ら

に
進
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

現
場
で
は
噛
め
な
い
方
、
栄

養
状
態
が
悪
い
方
が
、
訪
問
歯

科
診
療
を
待
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
高
齢
者
に
対
す
る
対
応

が
、
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。

診
療
室
か
ら
飛
び
出
す
歯
科
医
／
シ
リ
ー
ズ・そ
の
❸

　
　和
泉

　忍
（
中
能
登
町
・
歯
科
）

在宅
医療
在宅
医療

86

リレー・エッセーリレー・エッセー

望
ま
れ
る

訪
問
歯
科
医
の
増
加

全国保険医団体連合会発行

今日からできる
歯科訪問診療の手引き

2012年版

注文をいただいた会員にのみ、
１冊無料で送付します(２冊目以降は有料)

●Ａ４判／83ページ／
　定価1,500円　
●会員医療機関は1冊無料、
　2冊目以降は定価販売

注文は
石川県保険医協会まで

電話 076-222-5373
ＦＡＸ 076-231-5156
E-mail ishikawa-hok@doc-net.or.jp

日常診療に必ず役立つ
なんでも学術！ 
なんでも回答？

保険医協会会員（参加は無料です）

栗田　征一郎先生

ホテル金沢 4階 「風月の間」（金沢駅東口）
※今回の会場は「近江町いちば館」ではありませんので、ご注意ください。

金沢医療センター

メイン
テーマ こんな重症患者が歩いてくる その④

２０１3年2月27日（水）午後７時30分～午後９時

2月20日まで

第27回 よろず勉強会

講　師

と    き

と こ ろ

対　象 申込み

シリーズ 見逃してはいけない！

日ごろの疑問の解決のために
なんでも学術！ 
なんでも回答？

保険医協会会員（参加は無料です）

平田　米里先生

近江町交流プラザ 4階 「研修室2」
※駐車場は近江町いちば館併設の駐車場へ（無料）。
　満車の場合は、お近くの駐車場をご利用ください（有料）。

平田歯科医院院長

メイン
テーマ バイオフィルムと唾液と薬剤 

～口腔ケアの理論的背景…理解が解れば応用が利く～

２０１3年4月4日（木）午後７時15分～午後8時45分

3月29日まで

第28回 よろず勉強会

講　師
と    き
と こ ろ

対　象 申込み

シリーズ 医科会員のための歯科講座

連絡先　TEL ： ０７６（２２２）５３７３／ＦＡＸ ： ０７６（２３１）５１５６主催　石川県保険医協会

要
介
護
度
が
上
が
れ
ば

歯
科
治
療
の
必
要
性
も
上
が
る

一
本
の
虫
歯
治
療
で

離
床
が
可
能
に
な
っ
た
例
も
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昨年末の総選挙の結果を受け、国会は自民党の安倍晋三総裁を首相に指
名し、第二次安倍内閣が発足した。最初に着手したのは、インフレ目標を
定めた大胆な金融緩和と、国債を発行して大型公共投資を行い、デフレを
脱却し、経済成長路線に乗せるという政策（アベノミクス）だ。はたして
うまくいくか ?

今回は、市場経済の第一線で活躍する２人が書いた、アベノミクスとは
一線を画す、ユニークな提案を考察する。

【1】成熟日本への進路 〜「成長論」から「分配論」へ〜
東大経済学部を卒業後、世界的に有名な経営コンサルタント会社「マッ

キンゼー」を経て、自身で独立系コンサルタント会社を設立、今や著名な
経営コンサルタントとして知られる波頭亮氏が、これからの日本を考える
具体的なビジョンを語った一冊。

今回の安倍政権の最優先政策は、さらなる金融緩和、国の借金を増やし
ての大型公共投資の復活、２% のインフレを目指し、経済の復活を目指
す一方、バブル崩壊後の貧富の格差拡大、16% を超える相対的貧困率、200
万人を超える生活保護者の増加には目をつぶり、逆に生活保護費の切り下
げを実施すると言う。

著者の主張は、シンプルかつ明快である。少子高齢化が進む日本では、
もはやこれまでのような成長は望めず、成熟社会となるとの現状認識。そ
こで今後は、成長と分配は背反ではないが、軸足を分配に置く。つまり今
あるパイをどう合理的に配分するかが重要。配分がうまくいけば【医（衣
ではない !）・食・住】の保障される社会になると主張
する。具体的には、現在の国の医療費総額35兆円、そ
のうちの自己負担額15% の約５兆円と介護保険の自
己負担額の約１割をなくし、かつ生活保護の補捉率が
10割（約一千万人）として、その全員に一人あたり８
～10万円の給付を行っても、総額15兆円あれば、国民
全員の医・食・住が保障される。

15兆円の負担が増えても、右図に示すように先進国
で米国に次いで低い国民負担率が独・仏並になるだけ
である。財源は、所得税の累進性強化、消費税（その
逆進性を考慮してもメリットあり）、それに資産課税、
相続税の課税強化で捻出できる。

分配の強化については、国民の労働へのインセン
ティブが削がれないかとの懸念があるが、歴史上、食
うためのいやな仕事からの解放、働かざる者食うべか
らずとの固定概念からの解放のメリットは大きく、高
度なインテリジェンス武装、経済的価値以外の価値軸

を求める意義は大きい。このような分配重視、多様な価値観を認める日本
社会を目指すのは夢物語ではない。例えばネットが新しい価値軸を形成す
る可能性を秘めていると結んでいる。

【2】 デフレの真犯人 〜脱ROE（株主資本利益率）革命で甦る日本〜
著者の北野一氏は、JP モルガン證券チーフストラテジストの地位にあ

り、證券アナリストでは、世界的に有名な方である。
著者は、日銀はすでに相当の資金供給をしていて、これ以上金融緩和を

して市中をお金でジャブジャブにしても、それだけでは物価上昇にはつな
がらず、日銀デフレ犯人説はおかしいと主張。日本がデフレ脱却できない
のは、民間企業の経営姿勢の問題であり、過度な ROE（Return On 
Equity）重視の結果である。グローバル経済下で、主に日本の株式市場で
取り引きする外国人株主から実力以上のリターン（= 株主に対する配当）
を求められ、いくら銀行金利が安くても賃金や下請に払う資金が不足し、
デフレから抜け出せない状態が続いてきたと説明。この身分不相応に高い
ROE（約８%）が、デフレの主犯人と主張する。そもそもインフレターゲッ
トの２% は高すぎる数字で、過去20年間、日本のインフレ率 = 米国のイ
ンフレ率−２% の関係にあり、日本のインフレ率を２% にするには、米
国に４% のインフレ率になってもらわなければならないことになる。世
界的には金利が、高い国に向かって収れんしていくが、日本のように需要
不足の時は高い ROE を優先すべきではない。従業員、下請などステーク
ホルダーへの利益分配も必要と論じる。

今、ほとんどの政党が金融政策最優先を言い、再分配の議論がされない
のはおかしい。一方、日本共産党だけが企業の内部留保に課税せよと主張
しているが、自分と共産党との意見の違いは、後者は内部留保は企業のも
のと言うが、自分は内部留保は株主のもの、言わば株主の社内預金のよう
なモノとのユニークな意見も呈示する。

この国の経済の主役はあくまで民間、政府は脇役。政府のできることは
再分配。ROE は、再分配前の分配。分配がうまくいかなければ再分配も
うまくいかない。このためには経済団体が一斉に方向転換しなければなら
ないが、そのためにショック療法が必要かも知れない、との結論である。

〜「あずましく生きる」ことこそ、国民の切なる願い〜
今のところ、円安が進み、株価が上がって安倍総理は喜色満面である。

でもそれだけでよいだろうか。今、多くの国民が求めているのは、金沢大
学の井上英夫教授が言われたように､ 青森弁で「あずましく生きる」、つ
まり国民全体が安心して生活していけること、「医・食・住」が保障され
る社会を目指すことで、そのためには、社会的な「分配」が不可欠と思う
のである。

今回の著者二人、まさに市場経済の第一線で活躍中の方の意見である。
特に波頭氏の意見、試算にはちょっと甘いところがあるし、この人、本当
はコミュニストじゃないかと思うが、本人は「自分はシカゴ学派を学んだ
し、その思想に親和性がある」と言っている。

二人とも市場経済は肯定するが、このままでは、日本経済は立ちゆかな
いとの危機感を持っていて、資本主義でも社会主義でもない第三の道を模
索しているとも思える。
「2010年代初頭までの、デフレの時代の方がまだよかった」なんて後世

の方に言われないか、危惧するところである。

● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ●

【1】 成熟日本への進路
 〜「成長論」から「分配論」へ〜
●著者:波頭��亮
●出版:�ちくま新書 2010年6月初版

【2】 デフレの真犯人
 〜脱ROE（株主資本利益率） 

　　革命で甦る日本〜
●著者:北野��一
●出版:�講談社 2012年11月初版

（財務省ホームページより）

○テーマ─○テーマ─アベノミクス批判
　～経済回復の鍵は、金融緩和より分配～

○テーマ─アベノミクス批判
　～経済回復の鍵は、金融緩和より分配～

喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的に思索する複眼的に思索する
38その読書教室読書教室

喜多　徹（野々市町・内科）

複眼的に思索する複眼的に思索する
38その読書教室読書教室
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１２回
シリーズ
１２回
シリーズ

加藤　彰一（金沢市・小児科）

山と旅の記山と旅の記
白山に登る

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

会員リレーエッセー　◆◆161◆◆

こ
の
季
節
、
な
ぜ
か
毎
年
の
よ
う
に
、
忘
れ
て
い
た
古
い

記
憶
が
次
々
と
思
い
出
さ
れ
る
。

し
く
し
く
泣
く
僕
の
そ
ば
で
、「
た
だ
ゆ
き
ち
ゃ
ん
っ
て
、

い
い
名
前
だ
ね
・
・
・
」
と
い
う
、
漏
れ
聞
こ
え
る
保
育
所

の
先
生
の
声
。
石
炭
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
保
育
所
の
先
生
方

同
士
の
お
迎
え
待
ち
で
の
会
話
。そ
れ
ま
で
、「
た
だ
の
雪
」っ

て
変
な
名
前
・
・
・
と
思
っ
て
い
た
自
分
の
名
前
が
嫌
で
な

く
な
っ
た
。

一
年
一
組
の
廊
下
前
、
雨
合
羽
か
け
の
後
に
、
僕
は
立
っ

て
泣
い
て
隠
れ
て
い
る
。
朝
、僕
が
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、

先
生
が
教
室
か
ら
出
て
行
っ
た
。
近
所
の
子
と
け
ん
か
を
し

て
隠
れ
て
い
た
の
だ
。
隠
れ
て
い
て
も
だ
ん
だ
ん
不
安
に

な
っ
た
の
か
、
す
き
間
か
ら
、
戻
っ
て
き
た
先
生
の
陰
を
見

つ
け
、
近
く
ま
で
来
た
と
き
、
お
そ
る
お
そ
る
自
分
で
出
て

行
っ
た
よ
う
な
・
・
・
。
先
生
は
怒
ら
ず
受
け
入
れ
て
く
れ

た
。
そ
の
暖
か
い
気
分
は
今
も
残
っ
て
い
る
。
先
生
と
は
毎

年
の
年
賀
状
の
行
き
来
が
続
い
て
い
た
。

子
ど
も
の
足
で
も
近
い
と
こ
ろ
に
八
軒
の
開
業
医
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
の
三
人
の
子
息
と
同
級
生
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

親
し
か
っ
た
。
そ
の
一
人
、
優
等
生
の
彼
は
、
今
で
も
医
者

仲
間
と
し
て
親
し
く
し
て
く
れ
て
い
る
。
い
じ
め
っ
子
も
近

所
の
開
業
医
の
息
子
だ
っ
た
。
小
学
校
四
年
の
こ
ろ
だ
っ
た

か
、
僕
か
ら
は
何
も
言
っ
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
、
彼
は
脈

絡
な
く
「
僕
は
医
者
に
な
る
。
今
の
時
代
は
医
者
の
子
で
な

け
れ
ば
医
者
に
な
れ
な
い
よ
」の
言
葉
が
妙
に
耳
に
残
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
自
分
が
医
者
に
な
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

親
の
陶
器
商
を
継
ぐ
の
だ
ろ
う
と
漠
然
と
思
っ
て
い
た
の

か
、
ま
っ
た
く
将
来
の
職
業
な
ど
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
と
き
が
職
業
を
考
え
始
め
た
原
点
か

も
し
れ
な
い
。

今
年
は
、
先
生
の
息
子
さ
ん
か
ら
の
賀
状
だ
っ
た
。「
白

寿
の
母
は
、
少
し
前
よ
り
転
倒
骨
折
、
施
設
入
所
、
認
知

症
・
・
・
」
と
詳
し
く
近
況
が
書
か
れ
、
丁
寧
な
お
礼
の
言

葉
が
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。
昨
年
ま
で
は
、
賀
状
で
僕
を
励
ま

し
、
結
婚
式
に
出
席
し
て
も
ら
い
、
開
業
に
は
、「
た
だ
ゆ

き
ち
ゃ
ん
、
が
ん
ば
る
ま
っ
し
・
・
・
」
と
の
電
話
も
く
れ

た
先
生
。

昨
日
、
久
し
ぶ
り
の
友
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、
同
じ
気
持

ち
の
同
級
生
三
人
で
、
先
生
の
見
舞
い
に
行
く
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

子
ど
も
時
代
の
僕

西
川
　
忠
之
（
能
美
市
・
泌
尿
器
科
）

白
山
に
登
る
た
め
の
最
も
利

用
度
が
多
い
登
山
コ
ー
ス
で
あ

る
砂
防
新
道
、
観
光
新
道
を
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。

金
沢
か
ら
白
峰
経
由
で
二
時

間
、
白
山
登
山
セ
ン
タ
ー
の
あ

る
市
ノ
瀬
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に

乗
り
換
え
、
登
山
口
の
別
当
出

合
か
ら
歩
き
は
じ
め
ま
す
。
写

真
①
の
吊
り
橋
が
砂
防
新
道
の

は
じ
ま
り
で
す
。
初
め
は
林
間

を
歩
く
た
め
視
界
は
良
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
標
高
千
八
百
メ
ー

ト
ル
の
甚
ノ
助
避
難
小
屋
あ
た

り
か
ら
優
美
な
姿
の
別
山
が
見

え
始
め
、
高
山
植
物
が
現
れ

て
き
て
山
に
来

た
こ
と
が
実
感

さ
れ
ま
す
。
写

真
②
は
最
後
の

急
登
、
十
二
曲

が
り
で
す
。
中

ほ
ど
よ
り
少
し

上
、
五
、
六
人

の
登
山
者
が
集

ま
っ
て
い
る
場

所
に
「
延
命
水
」

と
呼
ば
れ
る
湧

水
が
あ
り
、
多

く
の
人
が
ノ
ド

を
潤
し
て
い
ま

す
。
右
上
に

見
え
る
ひ
し
形

の
岩
を
黒
ボ

コ
岩
と
云
い
、

登
り
切
っ
た
と
こ
ろ
が
標
高

二
千
三
百
メ
ー
ト
ル
の
弥
陀
ヶ

原
で
す
。
こ
こ
で
初
め
て
山
頂

の
御
前
峰
が
見
え
ま
す
（
写
真

③
）。
御
前
峰
の
手
前
、
日
影

の
部
分
の
坂
を
登
る
と
日
本
で

も
有
数
の
規
模
を
持
つ
室
堂
が

あ
り
、
多
く
の
方
は
こ
こ
で
一

泊
し
て
翌
朝
ご
来
光
を
拝
み
、

山
頂
火
口
原
に
あ
る
池
め
ぐ
り

の
コ
ー
ス
を
回
っ
て
下
山
し
ま

す
。
写
真
④
は
以
前
に
ス
タ
ッ

フ
と
日
帰
り
登
山
を
し
た
際
に

撮
影
し
た
も
の
で
す
。
背
後

の
雪
が
残
っ
て
い
る
大
汝
峰
の

左
後
ろ
に
、
後
ほ
ど
何
回
か
登

場
す
る
四
塚
山
が
一
部
姿
を
見

せ
て
い
ま
す
。
時
間
に
余
裕
が

あ
れ
ば
是
非
、
大
汝
峰
頂
上
ま

で
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
御

前
峰
か
ら
は
見
え
な
い
地
獄
谷

や
加
賀
禅
定
道
が
向
か
う
北
方

の
山
々
の
展
望
が
開
け
て
い

ま
す
。

砂
防
新
道
は

水
場
が
多
く
歩

き
や
す
い
の
で

す
が
、
下
山
に

は
白
山
で
も
最

も
美
し
い
お
花

畑
と
見
晴
ら
し

の
良
い
稜
線
歩

き
が
で
き
る
観

光
新
道
を
お
奨

め
し
ま
す
（
写

真
⑤
）。
こ
こ

は
か
つ
て
の
越

前
禅
定
道
上
部

で
す
。
水
場
は

な
く
、
下
部
の

急
坂
に
は
段
差

が
あ
り
、
降
雨

の
後
は
滑
り
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す

が
、
お
花
畑
の
魅
力
が
欠
点
を

十
分
に
補
っ
て
い
ま
す
。

囲 碁

（解答は 3 面にあります） （解答は 3 面にあります）

持
駒

　桂

黒先　10分で三段以上
〈ヒント〉 白のダメヅマリをとがめて
 無条件で仕留めます。

〈ヒント〉 桂の活用がポイント。
　　　　10分で初段

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

中級編 中級編

玉

銀
角

飛歩
歩竜

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独1 5 6 4 2
8 5 □ 3

2 3 1 5
1 8

7 5 1 6
4 2

9 3 2 7
3 □ 7 4
6 1 2 3 9

写真①　砂防新道、別当出合の吊り橋

写真②　十二曲がりの急登、右上が黒ボコ岩

写真③　弥陀ヶ原より御前峰

写真④　スタッフと御前峰へ日帰り登山

写真⑤　お花畑のハクサンコザクラとミヤマキンポウゲ
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